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オーストラリア産大麦の取扱いについて

今般、農林水産省から、オーストラリア産大麦について、輸入者による自主検査の結

果、基準値を超えるアゾキシストロビンが検出された旨、情報提供がありました。

ついては、今後は下記のとおり検査を実施することとしたので、御了知の上、対応方

よろしくお願いします。

記

１．対象食品

オーストラリア産大麦及びその加工品（簡易な加工に限る。）

２．検査項目

アゾキシストロビン

３．検査頻度

同一ロット（大麦の種類、輸入者及び本船が同一のもの。）のうち、代表する届出に

ついて、貨物を保留の上、自主検査を実施するよう指導

４．その他

（１）オーストラリア産大麦に係る計画輸入の初回届出がなされている検疫所は、輸

入者に対し、本日以降輸入される貨物について、ロットごとに自主検査を実施す

るよう指導すること。

（２）同一ロットの貨物が複数の港に積み降ろされる場合は、検査結果が判明するま

で流通することのないよう、輸入者に対し指導すること。

（３）主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律に基づく平成29年度契約分のオー

ストラリア産大麦については、農林水産省にてアゾキシストロビンに係る検査を

行った結果、基準値を超えないことが確認されているため対象外とすること。


